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一 般 質 問一 般 質 問

臓
器
移
植
法
改
正
の
啓
発
を
！

行
政
文
書
の
重
要
性
を

認
識
し
た
保
管
を
望
む

吉
永　

健
司
議
員

上
田　

欣
也
議
員

吉
永　

昨
年
７
月
臓
器
移
植
法
が
改
正
さ

れ
、本
年
７
月
か
ら
全
面
施
行
と
な
っ
た
が
、

実
際
に
亡
く
な
ら
れ
た
家
族
の
方
は
臓
器
提

供
に
抵
抗
も
大
き
い
。
市
は
、
ど
う
捉
え
て

い
る
か
。
改
正
で
は
、
17
条
の
２
「
国
、
地

方
公
共
団
体
は
、（
中
略
）
移
植
に
関
す
る

啓
発
及
び
知
識
の
普
及
に
必
要
な
施
策
を
講

ず
る
も
の
」
の
文
言
が
追
加
さ
れ
た
。
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
や
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

等
の
団
体
と
協
力
し
て
啓
発
に
努
め
て
は
。

10
代
や
20
代
の
献
血
者
も
減
少
し
て
い
る
。

臓
器
提
供
の
意
思
表
示
や
献
血
の
必
要
性
等

早
い
段
階
か
ら
の
教
育
も
必
要
と
思
う
が
。

人
の
命
の
尊
さ
に
つ
い
て
自
分
が
、
今
、
出

来
る
事
の
大
切
さ
を
一
人
ひ
と
り
が
、
自
覚

す
る
啓
発
が
必
要
。

福
祉
部
長　

国
保
関
係
は
、
来
年
の
３
月
に

切
り
替
え
時
に
様
式
を
印
刷
し
て
配
布
し
た

い
。
ま
た
、
広
報
等
で
周
知
し
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
等
と
も
相
談
し
対
応
し
た
い
。

市
長　

教
育
の
中
で
必
要
で
は
と
思
う
。
行

政
政
治
だ
け
で
啓
発
は
難
し
い
。
自
治
基
本

条
例
と
い
う
市
民
の
方
々
が
前
向
き
に
地
域

貢
献
な
り
揮
発
剤
と
い
う
形
で
あ
れ
ば
有
り

難
い
。

上
田　

市
職
員
の
交
通
事
故
が
多
い
よ
う

だ
が
、
保
険
料
が
上
が
る
の
で
は
な
い
か
。

総
務
企
画
部
長　

庁
用
車
は
、
全
国
自
治
会

の
自
動
車
損
害
共
済
に
加
入
し
て
い
る
が
、

い
ま
の
と
こ
ろ
分
担
金
が
あ
が
る
と
い
う
こ

と
は
な
い
。

上
田　

小
さ
い
事
故
の
芽
を
摘
ん
で
、
大

き
い
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
、
交
通
安
全
の
取

り
組
み
が
、
市
民
の
模
範
に
な
る
よ
う
な
運

動
を
率
先
し
て
展
開
し
て
ほ
し
い
。

安
全
運
転
管
理
者
の
選
任
は
。

総
務
企
画
部
長　

合
志
庁
舎
、
西
合
志
庁
舎

そ
れ
ぞ
れ
で
選
任
。
十
月
に
職
員
向
け
の
安

全
運
転
講
習
会
を
開
く
予
定
。

上
田　

行
政
文
書
の
保
管
に
つ
い
て
、
年

間
に
作
成
す
る
文
書
の
具
体
的
数
量
は
。

総
務
企
画
部
長　

各
課
の
収
発
簿
で
集
計
す

る
と
、
３
万
３
千
７
７
６
件
、
そ
の
他
の
書

類
も
含
め
る
と
、
総
数
は
つ
か
め
て
い
な
い

が
膨
大
な
件
数
に
な
る
。

上
田　

行
政
文
書
保
存
年
限
の
規
定
は
。

総
務
企
画
部
長　

合
志
市
文
書
規
定
で
、
11

年
以
上
、
10
年
、
５
年
、
３
年
、
１
年
の
５

種
類
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

上
田　

文
書
管
理
に
は
、
情
報
公
開
と
職

吉
永　

熊
日
紙
上
に
お
い
て
金
婚
式
の
お

祝
い
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
連
れ
合
い
の
方

が
ご
不
幸
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
家

を
守
り
、
誇
り
を
も
っ
て
暮
ら
さ
れ
て
い
る

方
も
多
い
。
旧
町
時
は
、
一
人
金
婚
式
と
し

て
お
祝
い
さ
れ
て
き
た
。
市
長
の
お
祝
い
だ

け
で
も
良
い
。
一
つ
の
節
目
と
し
て
、
お
祝

い
し
て
は
。

市
長　

金
婚
式
に
は
新
し
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
る
こ
と
に
し
た
。
情
報
を
ど
う
と
る
か
は

課
題
だ
が
、
そ
の
方
向
で
検
討
し
た
い
。

員
の
政
策
形
成
能
力
の
向
上
と
い
う
側
面
が

あ
る
。
今
後
の
取
り
組
み
は
。

市
長　

専
門
家
等
の
意
見
を
聞
い
て
、
残
す

べ
き
も
の
の
検
討
を
し
て
行
き
た
い
。

上
田　

広
報
こ
う
し
の
配
布
状
況
は
。

総
務
企
画
部
長　

月
に
１
万
９
千
１
０
０
部

発
行
、
各
世
帯
配
布
の
ほ
か
、
事
業
所
配
布
、

庁
舎
、
支
所
、
各
施
設
に
配
置
し
て
い
る
。

上
田　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
利
用
は
。

総
務
企
画
部
長　

昨
年
度
は
、
年
間
約
30
万

件
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
っ
た
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

後
は
、
子
育
て
サ
イ
ト
の
開
設
も
あ
り
、
増

加
傾
向
で
あ
る
。

上
田　

情
報
交
換
、
世
界
へ
の
情
報
発
信

の
手
段
と
し
て
、
各
課
各
職
員
の
意
識
を
高

め
て
も
ら
い
た
い
。

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ　

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ 臓器提供意思表示カード

庁舎内書庫
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一 般 質 問一 般 質 問

子
育
て
支
援
前
進
！

水
道
水
の
水
質
改
善
と

早
急
な
啓
発
を
！

今
村　

直
登
議
員

濱
口 

正
暁
議
員

今
村　

現
在
小
学
校
６
年
生
ま
で
無
料
と

な
っ
て
い
る
が
、
１
年
に
な
る
と
窓
口
払
い

と
な
る
。
３
月
議
会
で
の
質
問
の
時
「
低
所

得
者
の
子
ど
も
見
殺
し
政
策
」と
批
判
し
た
。

新
市
長
は
ど
う
思
っ
て
い
る
か
。

市
長　

子
育
て
支
援
日
本
一
の
観
点
か
ら
も

償
還
払
い
は
や
め
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
来

年
度
か
ら
就
学
前
同
様
に
し
た
い
。

　
今
村　

小
中
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
が
猛
暑
の

中
で
砂
漠
化
し
て
い
る
。
ク
ラ
ブ
活
動
上
、

危
険
で
あ
り
、
健
康
上
も
よ
く
な
い
散
水
施

設
を
整
備
す
べ
き
だ
。

教
育
部
長　

現
場
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
散

水
栓
の
あ
る
所
と
な
い
所
が
あ
る
。
グ
ラ
ン

ド
の
整
備
は
中
長
期
計
画
の
中
で
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
合
志
中
、西
合
志
東
小
、

西
合
志
第
一
小
も
、そ
の
時
に
実
施
し
た
い
。

今
村　

泉
ケ
丘
体
育
館
の
雨
漏
り
が
ひ
ど

濱
口　

合
志
市
の
飲
料
水
は
１
０
０
％
地

下
水
に
依
存
し
て
い
る
。
月
刊
誌
「
食
品
と

暮
ら
し
の
安
全
」
に
水
道
水
汚
染
で
硝
酸
性

窒
素
が
多
い
都
道
府
県
と
し
て
熊
本
県
が
国

内
ワ
ー
ス
ト
２
に
ラ
ン
ク
さ
れ
、
合
志
市
が

県
内
で
の
代
表
格
と
な
っ
て
い
る
。
Ｈ
21
年

の
水
質
検
査
実
績
は
。

水
道
局
長　

省
令
で
定
め
る
基
準
値
10
㎎
／

ℓ
に
対
し
、
Ｈ
21
年
平
均
値
で
８
・
６
か
ら

２
・
３
㎎
／
ℓ
と
基
準
値
内
で
は
あ
る
が
高

い
値
を
示
し
て
お
り
注
意
し
て
い
る
。

濱
口　

毎
月
の
検
査
で
基
準
値
10
㎎
が
発

生
し
た
配
水
池
は
何
カ
所
あ
る
か
。

水
道
局
長　

新
開
配
水
地
と
泉
ヶ
丘
配
水
池

の
２
カ
所
で
10
㎎
が
出
た
の
は
新
開
１
回
、

泉
ヶ
丘
２
回
と
な
っ
て
い
る
。

濱
口　

い
ず
れ
も
子
育
て
に
関
わ
る
南
部

地
区
で
あ
る
が
、
硝
酸
性
窒
素
の
飲
み
水
に

対
す
る
悪
さ
加
減
は
何
な
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　

硝
酸
性
窒
素
が
人
体
に
与

え
る
影
響
は
多
量
に
摂
取
し
た
場
合
、
酸
素

結
合
が
で
き
ず
に
酸
素
運
搬
の
役
割
を
果
た

さ
な
く
な
っ
て
酸
欠
状
態
と
な
る
。
特
に
乳

幼
児
に
そ
う
い
う
症
状
が
出
る
。
ブ
ル
ー
ベ

ビ
ー
症
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

い
。
カ
ー
テ
ン
や
休
憩
室
の
椅
子
も
ボ
ロ
ボ

ロ
だ
。
利
用
者
か
ら
「
何
と
か
し
て
ほ
し
い

と
管
理
人
に
言
っ
て
い
る
が
、
一
向
に
改
修

さ
れ
な
い
。」
と
不
満
の
声
が
上
が
っ
て
い

る
が
声
は
届
い
て
い
る
か
。

教
育
部
長　

雨
漏
り
に
つ
い
て
は
、
早
急
に

再
調
査
を
行
い
、
今
年
度
中
に
対
策
を
行
い

ま
す
。
カ
ー
テ
ン
や
椅
子
に
つ
い
て
も
早
急

に
整
備
し
ま
す
。

　
今
村　

６
月
議
会
で
の
質
問
に
検
討
す
る

と
答
弁
が
あ
っ
て
い
る
が
進
捗
状
況
に
つ
い

て
質
問
し
ま
す
。
こ
の
事
は
、
私
の
周
辺
だ

け
の
問
題
で
は
な
い
。
子
ど
も
が
ど
ん
ど
ん

増
え
て
い
る
。
緊
急
の
課
題
だ
。

都
市
建
設
部
長　

い
ろ
い
ろ
候
補
地
を
あ
げ

て
検
討
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
団
地
の
計
画

も
上
が
っ
て
い

る
の
で
、
周
辺

の
住
民
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ

て
進
め
て
行
き

た
い
。

濱
口　

乳
幼
児
の
ミ
ル
ク
使
用
時
に
問
題

と
な
る
の
で
新
生
児
家
庭
お
よ
び
保
育
園
等

へ
の
啓
発
と
改
善
が
必
要
で
は
。
住
み
や
す

さ
ラ
ン
キ
ン
グ
20
位
に
恥
じ
な
い
為
に
も
。

水
道
局
長　

基
準
値
に
近
い
配
水
池
に
対
し

て
は
近
く
の
配
水
池
と
合
せ
て
混
合
水
に
し

て
希
釈
す
る
と
か
検
討
を
進
め
て
い
る
。

市
長　

深
刻
な
提
案
と
し
て
受
け
取
り
、
今

後
各
部
の
中
に
入
っ
て
、
20
位
に
ふ
さ
わ
し

い
形
の
行
政
指
導
を
や
っ
て
行
き
た
い
。

濱
口　

命
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
認
識
さ

れ
、
先
ず
啓
発
を
、
次
に
中
長
期
的
な
対
策

と
広
域
的
な
取
り
組
み
を
望
む
。

水
道
局
長　

県
で
も
熊
本
地
域
地
下
水
保
全

対
策
会
議
と
し
て
進
め
て
い
る
。

市
長　

対
策
会
議
の
中
で
幹
事
を
し
て
い
る

の
で
保
全
だ

け
で
な
く
、

中
身
の
吟
味

へ
も
発
言
し

て
行
こ
う
と

思
う
。

乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
に
つ
い
て

泉
ケ
丘
体
育
館
の
雨
漏
り
対
策
は

子
ど
も
の
遊
び
場
に
つ
い
て

学
校
グ
ラ
ン
ド
の
砂
漠
化
対
策
に

つ
い
て

泉ケ丘配水池（貯水タンク）




